平成２０年度　富山県文化審議会　主な発言（要旨）
日時　：　平成20年11月28日（金）15:30～17:30

場所　：　県庁４階　大会議室

＜●●委員＞

○　私は富山生まれだが、１５年しか富山にいかなったので、よく知らなかったが、富山県の文化振興施策は充実している。中でも演劇関係の施策はすごいと思う一方、音楽関係は少し手薄い印象を受ける。

＜●●委員＞

○　平成２４年度には、「高文連文化祭」が開催される。第２回の「世界こども舞台芸術祭」が開催されるのも４年後の２４年度。このほか、２４年度には、新潟でインターハイが開催され、一部の競技が県内でも行われる。こうしたことから、２４年度は記念すべき年になる。
○　来月１３日から１５日まで県民会館で、高文祭が開催される。皆様の来場をお待ちしている。
＜●●委員＞
○　「とやま世界こども舞台芸術祭」は大成功だった。先般、デンマークで開催された国際アマチュア演劇連盟の理事会でも、３大演劇祭の一つであることは国際的に認知されている。しかしながら、地元ではそうした素晴らしいものであるとの自覚がない。

○　県外でのＰＲの前に、地元でのＰＲが大事だ。新聞、ケーブルテレビ等のマスコミを積極的に活用する必要がある。
○　私は、かねてから、文学振興の重要性を訴えてきた。最近は風向きが変わり、文学展なども行われるようになり、良くなった。今後は、拠点となる文学館の整備が必要だと思う。
＜●●委員＞

○　文化行事はなかなか集客が難しい。今後は、食とのタイアップなどを検討したらどうか。
○　利賀は遠い。富山からバスが出ていれば良いのだが。世界に発信していると言うが、どうのように情報発信しているのか伝わってこない。情報発信には仕掛けづくりが必要。

＜会長＞

○　ＰＲの前にコンテンツをしっかり作り上げることが必要。その後は、口コミも活用したＰＲが大事だ。
＜●●委員＞
○　芸術文化行事は、関わる人が多くなれば、それだけでＰＲになる。「世界こども舞台芸術祭」は子供たちの意識向上に繋がった。
＜会長＞
○　こども施策は確かに大事だが、こどもから大人へと連続した取組みも必要。
＜●●委員＞

○　近代美術館は良くなった。室内楽フェスティバルやトリエンナーレも素晴らしい取組みだが、ＰＲが課題である。

＜会長＞

○　委員の皆さんからは、ＰＲ・情報発信が課題であるとのご意見が多い。今後、この問題について、しっかり考えて予算立てする必要がある。

＜●●委員＞

○　今は素晴らしいリーダーがいていいが、今後に向けた指導者育成が行われているのか。

○　こども向けには、観るだけではなく、行事・イベントに関われることが大事。そうした意味で、演劇や舞台に気軽に関われるような施策が必要だと思う。
＜会長＞

○　イギリスでは、指導者育成のプログラムが充実している。指導者育成プログラムについては、どのように仕掛けるのか、県も関わる必要があると思う。

＜●●委員＞

○　「世界こども舞台芸術祭」は、芸術文化団体、行政、マスコミが三位一体で連携協力した結果、大成功を収めることができた。

＜●●委員＞

○　芸術文化については、観光問題と同様に「磨くこと」が必要である。そのうえで、情報発信を行う拠点も必要である。文化も観光に活かし、滞在型を目指す必要がある。ＰＲにあたっては、マスコミとのタイアップが大事である。
＜●●委員＞

○　国の文化行政の流れとしては、「まちづくり・景観施策」に集約される。「まちづくり・景観施策」には、人の営み・日常生活・祭り・街並みなどの全てが含まれ、コミュニティの再生が課題となっている。
○　芸術文化については、日常・習慣の中に入っていかないと根付かない。習い事のレベルに達しないとなかなか普及しない。そうした意味において、観客開発努力を行い、日常・習慣化させることが大事。

○　芸術文化の振興には、

　①　コミュニティ再生に向けた努力

　②　総合的なブランド戦略の構築

　　　⇒　いろいろあるだけではダメ。多様な芸術・芸能も一つのシンボルにする必要があり、総合的に開発する必要あり。

　③　知識基盤社会の形成

　　　⇒　動いている情報を活かせる情報蓄積・発信機構（ネットワーク）が必要。民間の情報発信力を活用する必要あり。

　の３つの観点が大事である。

＜●●委員＞

○　県内では、芸術文化の分野における民間プロデュースが減っているのではないかと危惧している。プロデューサーを育てることが必要だと思う。

○　利賀は素晴らしいが、やはり遠い。自分はオルビスのファンであるが、立地条件が良く、良いホールだと思う。オルビスを活用して気軽に行ける催しをぜひ企画して欲しい。

＜会長＞

○　マネジメント人材の発掘も地道にやる必要がある。

＜●●委員＞

○　室内楽フェスティバルのセミナー受講生により、県内の小学校にアウトリーチを行った。受講生にプロデュースさせ、面白い企画となった。子供たちに音楽を聞かせることが大事だと思うが、子供たちを会場に移動させる手段・費用がいつも問題になる。例えば、「世界こども舞台芸術祭」に何の関係もないこどもたちが参加するためには、やはり移動手段が問題になる。
＜●●委員＞
○　近代美術館へのアクセス方法として、ミュージアムバス等もあるが、こどもが文化に親しむ取組みに移動手段は欠かせない。
○　先日終了した「越中アートフェスタ」において、県内３５の幼稚園・保育園の1,890名のこどもたちの手による「魚」の絵が展示されたほか、県民会館でワークショップを行い、４つの幼稚園・保育園の165名による絵画の共同制作を行った。成果作品は、この後、中央病院でも展示されることとなっている。
○　今後は、こどもたちによる作品が一過性のものではなく、壁画やモニュメントとして形に残るような取組みがあればよいと思う。

＜会長＞
○　芸術文化の振興を図るうえで、リーダー・指導者の育成は大事である。観光面でよく「カリスマ」という言葉を使うが、まさにカリスマの存在が大事である。そのうえで、舞台芸術など伸びているものを伸ばすことに加え、音楽も組み合わせるなど、カリスマ同士が積極的に連携を図るほか、情報発信にも力を入れることが大事である。
以　　上
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